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特集―変わる企業の人材マネジメント 

 

　
変
化
の
三
つ
の
側
面 

　
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
日
本
企
業
の
人

材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
人
的
資
源
管
理
）
は
大

き
な
変
貌
を
と
げ
た
。
そ
の
変
貌
に
は
大
き

く
分
け
て
三
つ
の
側
面
が
あ
る
。 

　
第
一
に
、
長
期
雇
用
慣
行
の
変
化
で
あ
る
。

従
来
、
新
卒
者
を
採
用
し
、
定
年
ま
で
自
社

や
自
社
の
関
連
会
社
で
雇
用
し
続
け
る
と
い

う
長
期
雇
用
慣
行
が
大
企
業
を
中
心
に
み
ら

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
企
業
に
お
い
て
も
長

期
雇
用
は
、
徐
々
に
そ
の
対
象
を
狭
め
る
な

ど
変
化
が
見
ら
れ
る
。 

　
第
二
に
、
評
価
・
処
遇
シ
ス
テ
ム
の
変
化

で
あ
る
。
職
能
資
格
制
度
の
広
範
な
普
及
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
年
功
主
義
を
継
承
す
る

形
で
発
達
し
た
能
力
主
義
な
い
し
能
力
開
発

主
義
が
、
従
来
の
評
価
・
処
遇
シ
ス
テ
ム
の

基
本
理
念
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九

〇
年
代
初
頭
か
ら
急
速
に
成
果
主
義
的
な
評

価
・
処
遇
シ
ス
テ
ム
が
普
及
を
は
じ
め
た
。 

　
第
三
に
、
雇
用
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
い
う

考
え
方
が
、
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

中
で
急
速
に
浸
透
し
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来

の
非
正
社
員
は
、
雇
用
調
整
の
弁
と
し
て
の

役
割
が
大
き
く
、
言
わ
ば
「
消
極
的
」
な
利

用
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
小
売

業
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
①
企
業
全
体
の
事

業
戦
略
に
と
っ
て
基
幹
的
な
役
割
を
非
正
社

員
が
担
っ
て
い
た
り
、
そ
の
た
め
、
②
従
来

に
な
く
非
正
社
員
比
率
が
高
ま
る
な
ど
「
積

極
的
」
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
も
、
③
企
業
が
非
正
社
員
を
確
保
す
る
た

め
の
メ
デ
ィ
ア
や
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
が
急

速
に
発
達
し
た
。
非
正
社
員
へ
の
量
的
な
意

味
で
の
需
要
面
の
シ
フ
ト
が
起
こ
る
と
と
も

に
、
従
来
で
あ
れ
ば
、
正
社
員
の
仕
事
に
就

い
て
い
た
労
働
者
が
や
む
な
く
非
正
社
員
化

す
る
な
ど
、
供
給
面
で
の
シ
フ
ト
も
同
時
に

進
行
し
た
た
め
、
需
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
急

速
に
進
み
、
非
正
社
員
の
量
的
な
拡
大
に
つ

な
が
っ
た
。 

　
以
上
の
三
つ
の
変
化
の
背
景
に
あ
る
要
因

に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
重
要
な
要

因
は
三
つ
あ
る
。 

 

　
背
景
に
あ
る
要
因 

　
第
一
の
要
因
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

を
含
め
た
企
業
間
競
争
の
激
化
で
あ
る
。
従

来
に
な
い
苛
烈
な
競
争
に
晒
さ
れ
た
多
く
の

企
業
は
、
経
営
の
全
般
に
お
い
て
、
競
争
力

の
あ
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
貪
欲

に
な
っ
た
。
ヒ
ト
の
面
に
お
い
て
も
そ
れ
は

例
外
と
は
さ
れ
ず
、
従
来
は
「
聖
域
」
と
呼

ば
れ
た
長
期
雇
用
や
賃
金
に
も
手
が
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
コ
ス
ト
面
で

の
競
争
力
の
あ
る
非
正
社
員
へ
の
業
務
の
シ

フ
ト
も
急
速
に
進
ん
だ
。 

特集 企業の人材マネジメント 
―人事戦略の方向性を考える― 

特集 企業の人材マネジメント 
―人事戦略の方向性を考える― 変わる 

「失われた10年」の間にすすんだ成果主義の浸透、コーポレートガバナンスや 
雇用ポートフォリオの変化、雇用関係の個別化、不安定化する若年者雇用と格 
差の顕在化、国際分業の進展などの視点から日本的雇用システムの変容を踏ま 
えて、今後の企業における人事戦略の方向性を考える。 

日
本
企
業
の 

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
変
貌 

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員
　
立
道
信
吾 
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第
二
の
要
因
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
構
造
の
漸
進
的
な
変
化
で
あ
る
。
メ

イ
ン
バ
ン
ク
に
よ
る
影
響
力
が
徐
々
に
後
退

す
る
と
と
も
に
、
株
主
価
値
を
重
視
し
た
経

営
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ

の
結
果
、
相
対
的
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

し
て
の
従
業
員
の
地
位
が
低
下
し
た
。 

　
第
三
の
要
因
は
、
団
塊
の
世
代
の
人
件
費

の
高
騰
が
経
営
を
大
き
く
圧
迫
し
た
こ
と
で

あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
中
頃
か
ら
、
多
く
の

企
業
は
、
団
塊
の
世
代
対
策
と
し
て
、
年
功

的
賃
金
を
是
正
す
る
よ
う
な
賃
金
制
度
改
革

に
着
手
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

　
実
態
把
握
の
必
要
性 

　
―
「
企
業
の
経
営
戦
略
と 

　
　
　
　
人
事
処
遇
制
度
等
の
総
合
的
分
析
」 

　
日
本
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
急
速

な
変
貌
の
実
態
を
把
握
し
、
労
働
政
策
を
検

討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
で
は
、
中
期
目
標
の
一
つ

で
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
企
業
の
経
営

戦
略
と
人
事
処
遇
制
度
等
の
総
合
的
分
析
」

（
１
）を
実
施
し
て
い
る
（
研
究
期
間
：
平
成

一
五
年
一
〇
月
〜
平
成
一
九
年
三
月
）。
こ

れ
ま
で
、
①
先
行
研
究
の
文
献
サ
ー
ベ
イ
を

通
じ
た
論
点
整
理
、
②
企
業
の
人
事
担
当
者

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
③
労
働
者
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
２
）、
④
企
業
の

人
事
担
当
者
も
し
く
は
経
営
企
画
担
当
者
に

対
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
報
告
書

と
し
て
以
下
の
四
冊
を
発
行
し
た
。  

                  

　
以
上
の
内
、
④
労
働
政
策
研
究
報
告
書

N
o
.61

『
現
代
日
本
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
企
業
の
経
営

戦
略
と
人
事
処
遇
制
度
等
の
総
合
的
分
析
」

中
間
と
り
ま
と
め
』
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
全
体
の
中
間
報
告
書
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

こ
の
中
間
報
告
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
主
な

知
見
を
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
そ
の

概
要
を
紹
介
し
た
い
。 

 

　
成
果
主
義
＋
長
期
雇
用
の 

　„
Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｊ
型
“が
多
数
派 

　
企
業
調
査
の
結
果
か
ら
企
業
の
長
期
雇
用

に
対
す
る
方
針
を
み
る
と（
第
１
図
参
照
）、

「
長
期
安
定
雇
用
は
今
後
も
で
き
る
だ
け
多

く
の
従
業
員
を
対
象
に
維
持
」
と
す
る
企
業

は
、
六
九
％
で
あ
り
、
「
対
象
者
を
限
定
し

た
上
で
維
持
」
と
す
る
企
業
が
二
一
％
、
「
長

期
安
定
雇
用
は
経
営
に
お
け
る
優
先
課
題
で

は
な
い
」
と
す
る
企
業
が
九
％
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
約
三
割
の
企
業
は
、
何
ら
か
の
形

で
長
期
雇
用
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。 

　
一
方
、
成
果
主
義
的
な
処
遇
シ
ス
テ
ム
の

普
及
状
況
を
み
る
と（
第
２
図
参
照
）、
五
八

％
の
企
業
が
成
果
主
義
を
導
入
し
て
お
り
、

企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
導
入
率
は
高

ま
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
の

大
企
業
で
は
七
一
％
が
成
果
主
義
を
導
入
し

て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
①
長
期
雇
用
の
後
退
と
、
②
成

果
主
義
の
進
展
と
い
う
二
つ
の
顕
著
な
変
化

を
用
い
て
、
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
四
類
型
を
析

出
し
た
。
第
３
図
は
、
①
長
期
雇
用
を
維
持

す
る
か
否
か
、
②
成
果
主
義
的
人
事
処
遇
制

度
を
導
入
す
る
か
否
か
と
い
う
二
つ
の
軸
を

配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
四
つ
の

雇
用
シ
ス
テ
ム
の
類
型
で
あ
る
。 

　
企
業
調
査
の
結
果
、
①
長
期
雇
用
と
非
成

果
主
義
と
い
う
従
来
の
日
本
的
雇
用
慣
行
の

特
質
を
持
っ
て
い
る
Ｊ
型（"Japan

型"

の
略
）

の
企
業
は
三
〇
％
で
あ
り
、
②
長
期
雇
用
と

成
果
主
義
の
組
み
合
せ
で
あ
る
Ｎｅｗ 

Ｊ
型

（"N
ew
 Japan

型"

の
略
）の
企
業
は
三
九
％

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
資

本
の
外
資
系
企
業
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
非
長

期
雇
用
と
成
果
主
義
の
組
合
せ
で
あ
る
Ａ
型

（"A
m
erica

型"

の
略
）は
、
一
八
％
で
あ
り
、

非
長
期
雇
用
と
非
成
果
主
義
と
い
う
組
合
せ

で
あ
る
そ
の
他
型
の
企
業
は
一
二
％
で
あ
っ

た（
３
）。 

　
こ
う
し
た
企
業
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
分
化

は
、
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
生
じ
る
の 

特集 企業の人材マネジメント 
―人事戦略の方向性を考える― 

①
労
働
政
策
研
究
報
告
書N

o.7

『
企
業

の
経
営
戦
略
と
人
事
処
遇
制
度
等
に
関

す
る
研
究
の
論
点
整
理
』
二
〇
〇
四
年 

②
労
働
政
策
研
究
報
告
書N
o.33

『
変
貌

す
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

経
営
戦
略
』
二
〇
〇
五
年 

③
労
働
政
策
研
究
報
告
書N

o.49

『
変
革

期
の
勤
労
者
意
識
―
「
新
時
代
の
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
評
価
に
関
す
る
調
査
」
結
果
報
告
書
』

二
〇
〇
六
年 

④
労
働
政
策
研
究
報
告
書N

o.61
『
現
代

日
本
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
企
業
の
経
営
戦
略

と
人
事
処
遇
制
度
等
の
総
合
的
分
析
」

中
間
と
り
ま
と
め
』
二
〇
〇
六
年 
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だ
ろ
う
か（
第
４
図
参
照
）。
企
業
の
外
部
に

あ
る
環
境
の
変
化
は
、
企
業
に
経
営
戦
略
の

変
更
を
迫
っ
た
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
に
も

影
響
を
与
え
る
。
そ
し
て
経
営
戦
略
や
ガ
バ

ナ
ン
ス
構
造
の
変
化
は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
施
策
に
影
響
を
与
え
る
力
と
し
て
作
用
す

る
。
例
え
ば
、
経
営
戦
略
の
上
で
コ
ス
ト
削

減
が
目
指
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
非
長
期
雇

用
や
成
果
主
義
の
方
向
へ
と
変
化
す
る
力
が

働
く
が
、
人
材
育
成
を
通
じ
た
長
期
の
競
争

力
を
構
築
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
長
期

雇
用
の
方
向
へ
と
変
化
す
る
力
が
働
い
て
い

る
。
た
だ
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
に
注
目
す

る
と
、
執
行
役
員
制
の
導
入
に
み
ら
れ
る
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
革
へ
の
志
向
と
株
主
重
視
へ
の

志
向
は
、
成
果
主
義
の
導
入
を
促
す
が
、
長

期
雇
用
に
つ
い
て
は
、
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た（
４
）。 

  

　
企
業
業
績
を
高
め
る 

　
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策 

　
―
Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｊ
型
に
収
斂
す
る
の
か
？ 

　
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ど
の
よ
う

に
企
業
業
績
に
貢
献
し
て
い
る
か
と
い
っ
た

観
点
か
ら
、
成
果
主
義
と
企
業
業
績
と
の
関

係
を
み
た
と
こ
ろ
、
成
果
主
義
導
入
が
企
業

業
績
（
従
業
員
一
人
当
た
り
売
上
高
）
を
高

め
る
方
向
に
作
用
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
結

果
が
得
ら
れ
た（
５
）。 

　
日
本
企
業
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
四
類
型
を

使
っ
た
分
析
で
は
、
成
果
主
義
と
長
期
雇
用

の
組
合
せ
で
あ
る
Ｎｅｗ 

Ｊ
型
の
一
九
九
九

年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
か
け
て
の
企
業
業
績

（
Ｒ
Ｏ
Ｅ
）
が
最
も
改
善
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た（
６
）。
Ｎｅｗ 

Ｊ
型
の
企
業

で
は
、
労
働
者
の
モ
ラ
ー
ル
・
意
欲
も
高
い

な
ど
、
好
業
績
を
生
む
組
織
特
性
を
持
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る（
７
）。
以
上
か
ら
成
果

主
義
の
導
入
や
成
果
主
義
と
長
期
雇
用
の
組

合
せ
は
、
企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
良
好

な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
コ
ス
ト
削
減
を

目
的
と
し
た
非
正
社
員
化
や
外
部
人
材
の
活

用
な
ど
、
長
期
雇
用
と
は
相
反
す
る
人
材
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
企
業
業
績
に
貢

献
す
る
可
能
性
は
高
い（
８
）。
し
た
が
っ
て
、

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
Ｎｅｗ 

Ｊ
型
に
収
斂

す
る
の
か
、
非
正
社
員
や
外
部
人
材
の
活
用

が
進
展
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
は
っ
き
り
と
し
た
方
向
が
見
え
な
い
状
況

に
あ
る
。 

  

 

　
組
織
を
活
性
化
し
成
果
主
義
を 

　
成
功
さ
せ
る
人
材
育
成
の
役
割 

　
従
業
員
全
体
の
能
力
向
上
を
目
的
と
し
た

教
育
訓
練
を
重
視
す
る
企
業
で
は
、
労
働
者

の
や
る
気(

モ
ラ
ー
ル)

が
高
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た（
第
５
表
参
照
）。
一
部
の
選
抜

さ
れ
た
社
員
だ
け
で
な
く
、
全
社
員
の
教
育

訓
練
が
重
視
さ
れ
て
い
る
企
業
で
、
モ
ラ
ー

ル
が
高
い
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う（
９
）。

ま
た
、
成
果
主
義
が
導
入
さ
れ
て
い
る
企
業

で
は
、
労
働
者
が
企
業
の
教
育
訓
練
に
対
し

て
満
足
度
が
高
い
ほ
ど
、
モ
ラ
ー
ル
も
高
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（
１０
）。
す
な

わ
ち
、
企
業
が
人
材
育
成
や
教
育
訓
練
を
重

視
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
の
モ
ラ
ー
ル
を
高

め
、
職
場
を
活
性
化
さ
せ
、
成
果
主
義
の
成

功
に
も
直
結
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
こ

れ
ら
の
結
果
は
示
唆
し
て
い
る
。 

 

　
労
使
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ 

　
―
企
業
側
の
方
針
は 

　
　
正
確
に
労
働
者
に
伝
わ
っ
て
い
な
い 

　
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
針
と
そ

れ
に
対
す
る
労
働
者
の
認
識
に
つ
い
て
の
ギ

ャ
ッ
プ
に
着
目
し
た
と
こ
ろ
、
企
業
の
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
針
は
、
労
働
者
に
正
し

く
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
企
業
側
が
「
今
後
も
で
き
る
だ
け
多
く

の
従
業
員
を
対
象
に
長
期
安
定
雇
用
を
維
持

す
る
」
と
考
え
て
い
る
企
業
で
働
く
労
働
者

が
、
自
社
の
雇
用
方
針
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
を
み
る
と（
第
６
図
参
照
）、
企

業
側
の
方
針
通
り
に
、
「
で
き
る
だ
け
多
く

の
従
業
員
を
対
象
に
維
持
」
と
認
識
し
て
い

る
労
働
者
は
四
四
％
に
と
ど
ま
り
、
「
対
象

者
を
限
定
し
た
上
で
維
持（
一
九
％
）」、「
長

期
安
定
雇
用
は
経
営
に
お
け
る
優
先
課
題
で
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は
な
い（
二
一
％
）」
を
あ
わ
せ
る
と
約
四
割

の
労
働
者
が
自
社
の
長
期
安
定
雇
用
の
方
針

を
誤
解
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　
ま
た
、
成
果
主
義
に
つ
い
て
も
同
様
な
認

識
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
成
果
主
義
が
導
入
さ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
理
解
し

て
い
な
い
労
働
者
が
二
五
％
い
た（
１１
）。
こ

の
よ
う
に
長
期
雇
用
の
方
針
や
成
果
主
義
の

導
入
な
ど
、
労
働
者
に
と
っ
て
重
要
な
意
味

を
も
つ
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
針
は
、
必

ず
し
も
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
労
働

者
の
中
に
は
、
雇
用
に
対
し
て
大
き
な
不
安

を
抱
え
て
い
る
上
に
、
自
社
の
評
価
・
処
遇

シ
ス
テ
ム
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
者
が

か
な
り
い
る
こ
と
に
な
る
。
企
業
側
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
労
働
者
に
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な

い
以
上
、
な
ん
ら
か
の
摩
擦
が
労
使
関
係
に

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
り
わ
け
成
果
主

義
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
評
価
・
処

遇
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
化
は
、
労
使
関
係
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
い
え
る
。 

 

　
ま
と
め
　
今
後
の
課
題 

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
が
実
施
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
の
中
か
ら
興
味
深
い
知
見
を
い
く

つ
か
紹
介
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
知
見

を
も
と
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
以
下
で

は
私
見
を
述
べ
た
い
。 

　
最
近
の
「
日
本
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
変
貌
」
は
、
企
業
内
だ
け
の
現
象
に
と

ど
ま
ら
ず
、
大
き
な
影
響
を
社
会
全
体
に
与

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
影
響

は
、
三
つ
の
側
面
か
ら
生
じ
る
と
考
え
ら
れ

る
。 

　
ま
ず
第
一
に
、
成
果
主
義
賃
金
が
も
た
ら

す
労
働
者
の
生
活
保
障
と
長
期
的
な
人
生
設

計
へ
の
影
響
で
あ
る
。
日
本
企
業
は
、
戦
時

中
の
統
制
下
に
端
を
発
す
る
生
活
保
障
的
な

賃
金
を
、
形
や
運
用
を
さ
ま
ざ
ま
に
変
え
な

が
ら
も
、
結
果
と
し
て
つ
い
最
近
に
い
た
る

ま
で
正
社
員
に
対
し
て
支
給
し
続
け
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
成
果
主
義
は
、
賃
金
決
定
要
素

か
ら
生
活
保
障
的
な
部
分
を
縮
小
ま
た
は
廃

止
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

成
果
主
義
が
普
及
す
る
以
前
は
、
勤
続
年
数

と
共
に
徐
々
に
生
活
水
準
が
向
上
す
る
と
い

う
予
定
調
和
の
元
に
、
子
を
産
み
、
家
を
建

て
る
と
い
っ
た
人
生
設
計
が
可
能
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
賃
金
が
短
期
の
成
果
で
変
動
す

る
結
果
、
長
期
的
な
見
通
し
を
持
っ
て
人
生

設
計
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
刹
那
的
な
人

生
を
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
階
層
を
社
会
が
生

む
可
能
性
が
で
て
き
て
い
る
。
賃
金
の
面
で
、

人
々
の
未
来
の
可
能
性
を
平
等
に
保
障
す
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
政
労
使
が

真
剣
に
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
言
え

る
。 

　
第
二
に
、
長
期
雇
用
の
変
質
で
あ
る
。
Ｊ

型
や
Ｎｅｗ 

Ｊ
型
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
長

期
雇
用
は
現
代
の
日
本
企
業
の
中
で
も
残
存

し
続
け
て
い
る
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
の

長
期
不
況
の
間
、
日
本
企
業
は
新
卒
者
の
採

用
数
を
極
端
に
抑
制
し
、
一
部
の
中
核
と
な

る
べ
き
人
材
を
厳
選
し
て
採
用
し
て
き
た
。

そ
う
し
た
一
部
の
人
材
に
は
、
長
期
雇
用
が

維
持
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
新

卒
者
の
厳
選
採
用
と
並
行
し
な
が
ら
、
即
戦

力
を
期
待
し
た
中
途
採
用
や
、
非
正
社
員
へ

の
業
務
の
シ
フ
ト
も
着
々
と
進
ん
だ
。
彼
ら

に
も
長
期
雇
用
は
約
束
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

〈
新
し
い
長
期
雇
用
〉
は
、
結
果
と
し
て
雇

用
の
安
定
し
た
グ
ル
ー
プ
と
不
安
定
な
グ
ル

ー
プ
を
分
け
る
だ
ろ
う
。
全
て
の
人
々
の
雇

用
の
安
定
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
対
策
が
必
要
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ

き
時
期
に
来
て
い
る
。 

　
第
三
に
、
企
業
内
に
お
け
る
教
育
訓
練
機

会
に
偏
り
が
生
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ラ
イ

バ
ル
企
業
と
の
厳
し
い
コ
ス
ト
競
争
に
勝
つ

た
め
に
は
、
従
業
員
全
員
に
対
し
て
平
等
に

教
育
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に

は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
教
育

訓
練
と
い
う
限
ら
れ
た
資
源
は
一
部
の
人
材

に
し
か
投
下
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
企
業
内

に
お
け
る
教
育
訓
練
機
会
に
偏
り
が
生
じ
る

こ
と
に
な
る
。
す
べ
て
の
労
働
者
に
平
等
に

教
育
訓
練
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
が
、
失
業

や
貧
困
の
予
防
に
は
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し

た
教
育
訓
練
機
会
の
不
平
等
を
解
消
す
る
た

め
に
は
、
企
業
の
枠
を
越
え
て
、
企
業
横
断

的
な
キ
ャ
リ
ア
を
通
じ
た
教
育
、
公
的
な
職

業
訓
練
、
民
間
で
の
教
育
訓
練
、
そ
し
て
学

校
教
育
の
強
化
な
ど
、
す
べ
て
の
教
育
に
関

係
す
る
資
源
を
総
動
員
し
て
、
立
体
的
・
重

層
的
な
教
育
訓
練
を
行
う
こ
と
も
視
野
に
入

れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
変
化
は
社
会
や
労
働
者
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
今
後
も
地
道
な
実
証
研
究
を
重
ね
る

こ
と
や
、
実
態
を
踏
ま
え
た
政
策
を
展
開
す

る
こ
と
が
、
政
府
に
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
。 

 

　
※
最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ご
多
忙
の
中
、

様
々
な
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
の

人
事
担
当
者
の
方
、
そ
の
他
の
皆
様
方
に
篤

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す（
１２
）。 

 

〔
注
〕 

１
．
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
二
〇
〇
六
年
八
月
時

点
の
参
加
者
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る（
敬
称
略
）。

専
修
大
学
経
済
学
部
教
授
宮
本
光
晴
、
一
橋
大
学

大
学
院
商
学
研
究
科
教
授
守
島
基
博
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
統
括
研
究
員
奥
津
眞
里
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任

研
究
員
中
村
良
二
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員

立
道
信
吾
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
研
究
員
藤
本
真
。 

２
．
企
業
の
人
事
担
当
者
を
対
象
と
し
た
「
企
業
調

査
」
と
企
業
調
査
に
回
答
し
た
企
業
に
勤
務
す
る
従

業
員
を
対
象
と
し
た
「
従
業
員
調
査
」
は
以
下
の
方

法
で
実
施
し
た
。
企
業
調
査
は
、
民
間
の
信
用
調
査

機
関
の
企
業
台
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
企
業
か
ら
従

業
員
数
の
多
い
順
に
上
位
一
万
一
八
六
五
社
を
抽
出

し
、
人
事
担
当
者
宛
て
に
郵
送
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

票
を
送
付
し
た
。
回
収
期
間
は
、
二
〇
〇
四
年
一
〇

月
〜
一
二
月
。
回
収
数
は
一
二
八
〇
票
（
有
効
回
収

率
一
〇
・
八
％
）
。
回
答
の
あ
っ
た
企
業
の
正
社
員

数
の
平
均
値
は 

七
八
一
人
で
あ
る
。
従
業
員
調
査

は
、
企
業
調
査
に
回
答
し
た
企
業
一
二
八
〇
社
の
人

事
担
当
者
に
対
し
て 
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
各
三
〇
部
を
送
付
し
た
上
で
、

条
件
を
指
定
し
た
上
で
従
業
員
へ
の
配
布
を
依
頼

し
た
。
回
収
期
間
は
二
〇
〇
五
年
二
月
〜
四
月
。

二
三
九
社
の
企
業
に
勤
務
す
る
労
働
者
か
ら
二
八

二
三
票
の
有
効
回
収
を
得
た
。 

３
．
同
様
の
見
解
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
観
点
か
ら
日
本
企
業
を
分
類
し
たJackson

（2004

）

に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。Jackson, 

G
.(2004), "The C

hanging Role of E
m
plo-

yees in Japanese C
orporate G

overnance: 
Participation, Adjustm

ent and D
istributional 

C
onflict", RIETI

政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
経
済
産

業
研
究
所
）
「
多
様
化
す
る
日
本
の
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
―
特
定
モ
デ
ル
へ
の
収
斂
か
」

提
出
論
文
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
二
日
、in 

A
oki, M

., Jackson, G
., M
iyajim

a, H
., eds. 

C
orporate G

overnance in Japan: 

４
．
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
の
結
果
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
改
革
（
〇
・
一
％
水
準
）
と
株
主
価
値
重
視

(

五
％
水
準
）
は
、
成
果
主
義
の
導
入
に
対
し
て

共
に
統
計
的
に
有
意
な
影
響
を
与
え
て
い
た
が
長

期
雇
用
政
策
は
、
統
計
的
に
有
意
な
影
響
を
与
え

て
い
な
か
っ
た
。 

５
．
企
業
業
績
と
し
て
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
四
年

の
従
業
員
一
人
当
た
り
売
上
高
の
変
化
比
を
使
用

し
て
、
成
果
主
義
導
入
企
業
と
未
導
入
企
業
に
つ

い
て
、
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
成
果
主

義
導
入
は
企
業
業
績
を
高
め
る
（
五
％
水
準
で
統

計
的
に
有
意
）
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

６
．
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
四
年
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ(

株
主

資
本
の
生
み
出
す
利
益
の
割
合
の
指
標)

の
変
化

を
み
る
と
、
Ｎｅｗ 

Ｊ
型
の
企
業
が
最
も
業
績
が
改

善
し
て
い
る
（
一
〇
％
水
準
で
統
計
的
に
有
意
）
。 

７
．
職
場
の
変
化
に
つ
い
て
「
モ
ラ
ー
ル
・
意
欲
」

「
職
場
の
個
別
化
（
育
成
・
協
働
）
」
「
ス
ト
レ

ス
・
離
職
」
と
い
う
三
つ
の
変
数
に
つ
い
て
五
段

階
尺
度
を
設
定
し
、
類
型
毎
に
平
均
値
を
求
め
た

結
果
、
Ｎｅｗ 

Ｊ
型
の
企
業
で
は
、
他
の
類
型
に
比

べ
て
、
「
モ
ラ
ー
ル
・
意
欲
」
の
得
点
が
〇
・
一

％
水
準
で
統
計
的
に
有
意
に
高
い
。 

８
．
コ
ス
ト
戦
略
と
非
正
社
員
活
用
が
企
業
業
績
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た
結

果
、
共
に
五
％
水
準
で
統
計
的
に
有
意
な
正
の
影

響
を
企
業
業
績
（
従
業
員
一
人
当
た
り
売
上
高
）

に
与
え
て
い
た
。 

９
．
職
場
の
モ
ラ
ー
ル
を
従
属
変
数
と
す
る
重
回
帰

分
析
の
結
果
、
五
％
水
準
で
統
計
的
に
有
意
で
あ

っ
た
。 

１０
．
仕
事
意
欲
（
モ
ラ
ー
ル
）
を
従
属
変
数
と
す
る

重
回
帰
分
析
の
結
果
、
五
％
水
準
で
統
計
的
に
有

意
で
あ
っ
た
。
な
お
、
成
果
主
義
が
導
入
さ
れ
て

い
な
い
企
業
で
は
統
計
的
な
有
意
性
は
み
ら
れ
な

い
。 

１１
．
詳
し
く
は
本
号
の
中
村
良
二
論
文
を
参
照
さ
れ

た
い
。 

１２
．
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
前
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

統
括
研
究
員
本
川
明
氏
の
執
筆
し
た
中
間
と
り
ま

と
め
報
告
書
の
序
章
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
な
お
、
文
中
の
あ
り
う
べ
き
誤
謬
は
す
べ
て

筆
者
の
責
任
で
あ
る
。
ま
た
、
本
川
氏
を
は
じ
め
、

こ
れ
ま
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
統
括
さ
れ
た

工
藤
正
氏
、
薦
田
隆
成
氏
に
対
し
て
、
こ
こ
に
記

し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

た
つ
み
ち
・
し
ん
ご
／
一
九
九
六
年
、
日
本

労
働
研
究
機
構
入
所
。
二
〇
〇
三
年
よ
り
独

立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
　

政
策
研
究
所 

企
業
と
雇
用
研
究
担
当 

副
主

任
研
究
員
。
産
業
社
会
学
専
攻
。 

個の尊重とマインドアップが成果主義の本領 

成果主義賃金制度と労働法（学）の10年 

成果主義導入の背景とその功罪 

成果主義賃金に関する行動経済学的分析 

賃金制度改革の着地点 

コンサルタントが見た成果主義人事の15年 

働く人からみた成果主義 

タケダの成果主義とその課題 

正規―パート間賃金格差拡大のマクロ的要因 

渡辺賢著 
『公務員労働基本権の再構築』 

大沢真知子著『ワークライフバランス社会へ 
　　　　　　　　　――個人が主役の働き方』 

Ｓ.Ｅ.ブラック他著『長男・長女は得をする？： 
　子供の数と出生順位による教育格差 
　　　―ノルウェーの事例から』 

スウェーデンにおける経済学と政策 

楠田　　丘 

石井　保雄 

阿部　正浩 

大洞　公平 

石田　光男 

山本　紳也 

立道信吾・守島基博 

高橋　俊之 

山口　雅生 

川田　琢之 

小倉　一哉 

梅野　祐樹 

岡村　和明 

提　　言 
論　　文 
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554 SEP. 2006

特集 ＝ 「成果主義を検証する」 9 555 OCT. 2006

特集 ＝ 「労使関係の分権化」 10
「分権化」に関する企業側からの一考察 

労働条件決定システムの弾力化・ 
　分権化と労働者代表 

ドイツにおける労使関係の分権化と 
　労働組合および従業員代表の役割 

フランスにおける集団的労使関係 
　―重層的システムの過渡期 

イギリスにおける労働者代表制度 

「過剰規制（Ultra-Regulation）」 
　による労使関係の分権化と「規制緩和」 
　―オーストラリアにおける2005年労働法改革 

韓国における労働組合・従業員代表制度の新展開 
　―課題に直面する企業別組織と中央集権化への動き 

職場における信頼と信頼性 
　―上司部下関係の観点からＯＪＴに注目して 

筒井美紀著『高卒労働市場の変貌と高校進路指導・就職斡旋 
　における構造と認識の不一致―高卒就職を切り拓く』 

武石恵美子著『雇用システムと女性のキャリア』 

浅海典子著『女性事務職のキャリア拡大と職場組織』 

清家篤著『エイジフリー社会を生きる』 

M．ビアー／Ｍ．Ｄ．キャノン 
 「アメリカ企業の経験した成果給の導入と挫折」 

スウェーデンにおける時間と格差 

松井　博志 

大内　伸哉 

ベルンド・ワース 

ジュリアン・ムレ 

キャサリン・バーナード 

アンソニー・フォーサイス 

チェ・ソックァン 

山本　　茂 

石田　　浩 

浅海　典子 

松原　光代 

黒澤　　裕 

樋口　純平 

岡村　和明 

提　　言 
論　　文 
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